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実践の前に

尚、これから作成する『Flash』とは、

Macromediaが開発した、

音声や画像を用いたアニメーションを作成する

ユーティリティの一種です。

それでは、具体的な説明に入っていきたいと

思います。



ダウンローﾄﾞまでの手順

1. http://powerbullet.com/

2. Downloadをクリック
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ダウンロード

1.hereをクリック



ダイアログが出る

1.ファイルを保存を選択



セットアップウィザードの起動

1.上記アイコンを右クリック

2.出てきた
コンテキストメニューから
管理者として実行する。



セットアップ１



セットアップ２



セットアップ３



セットアップ４



セットアップ５



セットアップ６



セットアップ７



セットアップ８



セットアップ９



セットアップ１０



確認事項

1.インストールした
ソフトウェアが
正常に
スタートメニューに登録
されていることを確認。

2.起動



セットアップ完了



日本語化１

初期状態では英語表記なので日本語化します。

http://atto.s2.pf-x.net/ja.htmlにアクセスします。

1.35用が公開されています。

本体と同じ要領でダウンロードし、

任意の場所に解凍して下さい。
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日本語化２

解凍してできた、pb135.EXEを、

本体の実行ファイルが置いてあるフォルダ

(デフォルト設定でインストールした場合、
C:¥Program Files¥Powerbulletとなります。)

に移動させ、管理者として実行してください。

UACの警告は作業の続行が出来るように、

「続行/許可」を選択してください。



日本語化の完了

メニューが英語から日本語に変わりました。

以上で、日本語化は完了です。



ツールバーにある『挿入』から
『画像を挿入』を選択し、
自分で用意した画像を
貼り付ける。（図参照）

それでは、静止画を簡単に動かしてみます。



貼り付けた画像を右クリックし、『アニメーション効果』を選択。

作成例２



アニメーション効果を設定するウィンドウが表示される。

図の『タイプ』から、動作の種類を選ぶ。

次ページに効果例を記述。

作成例３



•Shake from left･･･シェイク

•Sneak in left･･･左からウェーブしながら現れる

•Spin drop from left･･･右下から半回転しながら出てくる

•Square･･･正方形を描いて動く

•Stretchy･･･伸びが元に戻って現れる

•Tilt･･･ゆれる

•Tremble･･･細かくゆれる

•Up vertical･･･下から出てくる



完成

前のスクリーンで、実際に動かしてみます。



注意

尚、OHP以外で1.45が公開されていますが、

中身は1.35でした。

また、非公式で1.44が配布されています。

しかし、バグがあったのか何が原因かは

わかりませんが、公式では安定バージョンと

して1.35が配信されていたので、紹介しました。

また、公式での本体の開発は終了しています。



各種権利等

公式

Copyright(C) DDD Pty Ltd All Rights Reserved.

http://www.powerbullet.com/

日本語化パッチ

Copyright(C)＠驚く All Rights Reserved.

http://atto.s2.pf-x.net/ja.html
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ご静聴、ありがとうございました。


